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観光をめぐる動き
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• 「交流なくして活力なし！」「交流なくして活力なし！」
人口減少で衰退する地域が観光などによる
交流で元気に！交流で元気に！
《2003年観光立国、観光立県の認識》

• 「活力なくして交流なし！」「活力なくして交流なし！」
地域独自の魅力や資源を活かした「まちづくり」
や「住民の活動」が観光による交流を活発に！や「住民の活動」が観光による交流を活発に！
《アイデンテイテイ（地域の歴史、伝統、文化に
対する誇り）の確立》対する誇り）の確立》

⇒交流＝「地域内の交流」＋「地域間の交流」
《住民の地域活動》 《観光交流》《住民の地域活動》 《観光交流》

3



減少

観光交流人口増大の経済効果

定住人口＝１億２，８００万人 定住人口１人減少分
１人当り年間消費額＝１２１万円

減少

拡大

外国人旅行者７人分

拡大

訪日外国人旅行１．４兆円 国民の旅行（海外分除く）２０．４兆円

うち宿泊旅行 １５ ７兆円

旅行消費額

又は

国際交流人口
（外国人旅行者）

国内交流人口
（国内旅行者）

うち宿泊旅行 １５．７兆円
うち日帰り旅行 ４．７兆円

国内旅行者（宿泊）２２人分

又は＋

（外国人旅行者）

７５６万人

（国内旅行者）

うち宿泊 ２億８ ８８２万人

５億９，００９万人

国内旅行者（日帰り）７７人分

又は＋

１人１回当り消費額
１８万円

うち宿泊 ２億８，８８２万人
うち日帰り ３億 １２７万人

１人１回当り消費額
うち宿泊 ５万４千円
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１８万円 うち宿泊 ５万４千円
うち日帰り １万６千円

定住人口は国勢調査（総務省）、定住人口１人当り年間消費額は家計調査（総務省）による。
旅行消費額は旅行・観光消費動向調査（２００６年度） 、国際交流人口はＪＮＴＯにより，国内交流人口及び１人１回当り消費額（国内・外国人）は両調査を用いた試算。
定住人口1人減少分に相当する旅行者人数は、定住人口１人当り年間消費額を交流人口１人１回当り消費額で除したもの。 -4-



2007年「観光立国推進基本計画」
１ ２ ３ ４ ５の目標

○訪日外国人旅行者数
○日本人の海外旅行者数 ○国内における観光旅行消費額

１，２，３，４，５の目標

平成２２年までに1,000万人にし、将来的に
は、日本人の海外旅行者数と同程度にす
る

○日本人の海外旅行者数

平成２２年までに2,000万人にする 平成２２年度までに３０兆円にする

○日本人の国内観光旅行による1人当たりの宿
泊数

平成２２年度までに年間４泊にする

○我が国における国際会議の開催件
数 平成２３年までに５割以上増やす

5
その他

-5-

＊暫定値
（確定値では、
2.72泊）

※



国内宿泊旅行の現状国内宿泊旅行の現状
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国民一人あたり宿泊旅行回数 年間宿泊数が減少国民一人あたり宿泊旅行回数、年間宿泊数が減少
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国内宿泊旅行参加率は減少！

【国内宿泊観光旅行への「参加率」と「参加回数」】

（％）
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（資料：日本観光協会「国民の観光に関する動向調査」）
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国内宿泊旅行への参加希望は根強い！

【国内宿泊観光旅行への「参加率」と「今後の参加希望率」】
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（資料：日本観光協会「国民の観光に関する動向調査」）
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大分県長湯温泉

平成元年平成元年
7.6万人
成 年平成18年

83 2万人83.2万人
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「11年以上前に行った」「行ったことがない」と答えた人の理由
（東北観光推進機構の調査による）

38.7

- 5 10 15 20 25 30 35 40 45

遠いから 38.7

28.1

17.0

遠いから

費用がかかるから

東北についての情報量が少ないから

他 行きた と ろがあるから 13.5

11.1

10.2

他に行きたいところがあるから

魅力に感じるものがないから

周りに東北に行く人がいないから

9.7

8.5

84

東北に関心がないから

一緒に行く人がいないから

周りで話題にあがらないから 8.4

1.8

0.3

周りで話題にあがらないから

一度行けば十分だから

行った人から良くなかったと聞いたから

0.2

32.3

7.3

前に行った時に良くなかったから

なんとなく

その他
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国内宿泊旅行を逡巡させる「気分」とは？

• 先行き不透明
• 希望の格差• 希望の格差
• 「何となく」「きっかけがない」
• 一方で増加の一途の温泉地も• 一方で増加の一途の温泉地も

• 多くの観光地や宿泊施設、旅行会社など観光業
界の怠慢？界の怠慢？
⇒お客様の要望、ニーズに応えていない！
⇒お客様の心に直接訴えていない！⇒お客様の心に直接訴えていない！
⇒観光振興のやり方を間違えている！
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「観 が変「観光」が変わった！
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西欧の「街並み観光」が人気！
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長崎「さるく」＝まち歩きが人気！
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温泉街のまちなか観光（別府）
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「街並み」と「まち歩き」が人気の理由

• 地域の祭り、食、伝統など普段の暮らしに触れら
れる！（心地よい 楽しい！）れる！（心地よい 楽しい！）

• 「地域の人たちとその生活」（生きた町）が魅力！

－「地域の歴史などを大事にした街並み」

が人を集める！が人を集める！

－町を歩いて廻る「まち歩き」が人気！
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市民の市場が人気！（八戸陸奥湊）市民の市場が人気！（八戸陸奥湊）
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京都・町家 に宿泊する観光客が急増！



最近の「観光」は様変わり！

• 個人グループ

• じっくり滞在！

• 地域の生活 食材や伝統文化を求めて！• 地域の生活、食材や伝統文化を求めて！

• 現地で体験したり交流する！

⇒雄大な自然・桜・紅葉、名所旧跡などの観光
施設 温泉 祭りだけではなく地域の暮らしや施設、温泉、祭りだけではなく地域の暮らしや
歴史・伝統・文化、食を歩いてじっくりと楽しみ
たいと思う観光客が増加！

20

たいと思う観光客が増加！

⇒地域の生きた暮らしに触れたい！



背景＝個人・グループ化
（ＪＴＢ宿泊白書2008）（ＪＴＢ宿泊白書2008）
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1990 1995 1997 2001 2005 2006 2007

個人/グループ 一般団体 学生団体



背景＝リピーター化

消費需要成長過程の模式図

背景＝リピ タ 化

　消費需要成長過程の模式図：

↑保有量限界

保有量
保有量＝経験者数

総需要

新規需要

総需要

代替需要＝リピータ

新規需要＝ビギナー

22
導入期 成長後期 成熟期成長前期



背景＝地域への回帰帰
（財団法人日本交通公社の北海道での調査による）

価格・値ごろ

地場産品だから

そこでしか買えない

価格 値ごろ

有名だから

0 20 40 60

以前買った

土産品の選定理由
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背景＝連泊への希望

多くの人が連泊したいと思っている。
理由は「周辺の観光をじっくりとしたいから！」
（JIC「旅の販促研究所」）（JIC 旅の販促研究所」）
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「旅人は生活者」（故木村尚三郎）

• 観光客は施設を楽しむのではなく、その地域の日常生活
を楽しむ。

• だから、旅先で地域の人と同じ暮らしや楽しみをほんの
ひと時でも味わうことを望んでいる。

自然や歴史、伝統、文化、生活、食など自然や歴史、伝統、文化、生活、食など
の地域資源を活かしたまちづくりが必要！
旅行者のための施設や特別な仕掛けは

不要だし、逆効果！
「観光施設の観光」から「地域観光」へ
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観光客のニーズに対応できない観光地

・暮らしを感じさせない箱物、テーマパーク

交流を拒否する無機質な街並み（銀行 ）・交流を拒否する無機質な街並み（銀行・・）

・どこにでもある食事、みやげ物

・個性のない街なみ（どこでもある店、 シャッター

通り商店街、画一的な駅前）

・住んでいる地域をけなす住民、タクシー運転手

⇒このようなことを改善しないでPRしても無駄！のような とを改善しないでPRしても無駄！

⇒観光振興のやり方が間違っている！
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観光振興のやり方が変わった
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「観光振興」のやり方が変わった！

• 歴史、伝統、文化、食などの地域資源を大事にし、
それらを活用する「まちづくり と地域住民の取りそれらを活用する「まちづくり」と地域住民の取り
組み「ひとづくり」がポイント

• 観光客はそのような地域にひきつけられていく！

⇒いままでの「観光」と全く違う！

⇒脱「はこもの観光施設」

⇒地域住民が皆参加する《まちじゅう観光》⇒地域住民が皆参加する《まちじゅう観光》
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「まちじゅう観光！」
＝「ひとづくり」「まちづくり」こそ観光振興

商店街
景観団体
公園管理者

職人、商人
おじいちゃん、おばあちゃん

環境団体
市民
NPO

農林漁業
農協

商工会議所
公園管理者

歴史伝統文化
体

行政

旅行業界

・

二次加工
みやげ物店

の団体

まちづくり会社

観光施設業界
宿泊業界

・

交通機関

地場産業
ものづくり

食文化
飲食店

産業遺産
博物館飲食店 博物館

書館

医療機関

警察

29
学術研究機関
大学・研究所緑印は従来の狭義

の観光関係者、観光協会

図書館
体育館

警察
道路管理者



地域全体の「泊食分離」が本格化！地域全体の「泊食分離」が本格化！

「「白浜スタイル」

（ＪＴＢ西日本）（ＪＴＢ西日本）

• 旅館ホテル１３施設
ト など×レストランなど２７

施設

• ３５１通りの選択枝
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「まち歩き」を楽しめる「まちづくり」

滞在させる魅力

《個性あるまち＋歩いて楽しいまち＝元気なまち》

－古いものを大事にした地域事 域

－市場、商店街（店の意味）などの地域の賑
わいわい

－車中心ではなく人間中心

２次交通など移動手段－２次交通など移動手段

－街路樹と散歩道とベンチ、トイレ

31－ガイド、コンシェルジュ・・魅力的な住民



まちを元気にするひとづくり
「いわて塾」＝多様な担い手の育成と連携づくり「いわて塾」＝多様な担い手の育成と連携づくり
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ヒュ－マンスケールの心地よさ

「人間が主役の、互いに顔が見える都市の魅

力 空間を人間の手に取り戻す強い意志！力」－空間を人間の手に取り戻す強い意志！

「７０年代のイタリアにおける歴史的な空間の魅

力アップに大きく貢献してきたのが歩行者空間

化である。」「身体感覚を基盤に心地よさを追求

して出来上がっている空間がある。」

＊「地中海周遊」陣内秀信他
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奥会津電源流域での議論
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奥会津
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奥会津が20年間取り組んだこと

• 観光施設の整備（スキー場、道の駅・・）

• イベント（ウオーキング大会）

• 観光PR（冊子 マップ・・）• 観光PR（冊子、マップ・・）

• 60億円
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奥会津の取り組みの結果奥会津の取り組みの結果

• 只見川流域電源振興協議会（9地域、町村）

• 20年間ハコモノ、イベントなど観光振興に60億円
《歳時記の郷・奥会津》《歳時記の郷 奥会津》

• 人口減少 高齢化 集落の消滅 伝統文化の継人口減少、高齢化、集落の消滅、伝統文化の継
承不可、伊南川や只見川の清流消滅

⇒地域振興の理念と目標があいまいだった！
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観光客数の推移
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地域振興のやり方が間違っていた！

• 行政主導だった！住民の盛り上がりに欠
けていた！

• ハコモノを作ることに力を傾けたが その• ハコモノを作ることに力を傾けたが、その
後の活用について論議が足りなかった！

や「ご おう祭り など• フォット・コンテストや「ごっつおう祭り」など
イベントが一過性なものであった！

⇒そもそも理念と目標が明確ではなかっ
た！

39

た！



奥会津の20年後

• 人口減少・高齢化

• 集落の消滅

• 耕作放棄地• 耕作放棄地

• 荒れた山林

⇒このような奥会津ではなく
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奥会津の明るい未来

• 若者が地域を支え！

• 農林業が成り立ち！• 農林業が成り立ち！

• 子どもの歓声が聞こえ！
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奥会津の明るい未来の実現

• 若者が地域を支え！－働き場所（起業）

農林業が成り立ち！ 旧来の農林業から• 農林業が成り立ち！－旧来の農林業から
の脱却（農商工連携による付加価値）

• 子どもの歓声が聞こえ！－子どもの来訪• 子どもの歓声が聞こえ！ 子どもの来訪
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新たな流域の振興計画策定

• 今後の２０年間をどう見据えるか？

• 何もしなければ人口減少 高齢化 集落消滅など地域は何もしなければ人口減少、高齢化、集落消滅など地域は
ますます衰退！

• 目標＝「若者」の流出阻止、定着のための起業！

農商 連携 着地型観光 子ども農山漁村交流プ ジ• 農商工連携、着地型観光、子ども農山漁村交流プロジェ
クト、空き家改修・活用推進による起業！

• ハード整備、公共交通整備、伊南川等環境整備ハ ド整備、公共交通整備、伊南川等環境整備
• 奥会津振興公社設立、奥会津大学設立
• 奥会津事務所の設置
• 住民の声を聞く！
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「只見川電源流域振興計画」策定只見川電源流域振興計画」策定
にあたっての基本的な方向性

＜理念＞：人が住み 集まる魅力的な「奥会津（まち）」＜理念＞：人が住み、集まる魅力的な「奥会津（まち）」

・奥会津に住むことの誇り

奥会津 住む と 憧れ・奥会津に住むことへの憧れ

・次世代につながる奥会津（まち）

＜目標＞：「観光交流」を軸とした「奥会津ブランドを活か
した地域産業」の確立による生活の質の向上とした地域産業」 確 よる 活 質 向
コミュニテイの維持

44
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「只見川電源流域振興計画」策定にあたって只見川電源流域振興計画」策定にあたって
弊社の考える地域の基本的な方向性

＜理念１＞：＜理念１＞：
人が住み、集まる魅力的な「奥会津（まち）」

・奥会津に住むことの誇り奥会津に住むことの誇り
・奥会津に住むことへの憧れ

次世代 ながる奥会津（まち）・次世代につながる奥会津（まち）
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「只見川電源流域振興計画」策定にあたって只見川電源流域振興計画」策定にあたって
弊社の考える地域の基本的な方向性

＜理念２＞：＜理念２＞：

『地域の誇り』＋『地域の希望』＝『地域の元気』『地域の誇り』＋『地域の希望』＝『地域の元気』
地域の価値に 将来の姿と 住民1人１人が
気付く！ ビジネスが 行動しようとする気付く！ ビジネスが 行動しようとする
地域の価値に 見える
自信を持つ！自信を持つ！
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「只見川電源流域振興計画」策定にあたって只見川電源流域振興計画」策定にあたって
弊社の考える地域の基本的な方向性

＜目標＞＜目標＞：
観光交流観光交流を軸とした「奥会津ブ観光交流観光交流を軸とした 奥会津ブ

ランドを活かした地域産業」の
確立による生活の質の向上と
ミ テイの維持コミュニテイの維持
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地域産業の起業と地域の暮らし

地域地域

アイデンテイテイアイデンテイテイ

暮らし

観光農林業
産業

農
ものづくり
商店街

産業

48

商店街



奥会津が今後取り組むべきこと

• 奥会津大学＝地域資源の掘り起こしと活
用＝人材育成

• 奥会津振興公社＝農商工連携 着地型観• 奥会津振興公社＝農商工連携、着地型観
光、子ども農山村交流プロジェクト、空き家
改修など2地域居住促進改修など2地域居住促進

• 奥会津事務所＝広域連携と上位への事業
委託
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地域振興に不可欠な「連携」地域振興に不可欠な「連携」
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『連携』が課題

（１）地域内の多様な担い手の連携

（２）地域内、県内の地域振興組織の連携

51



（１）多様な「担い手」の連携

観光協会 住観光協会
コンベンション協会

観光関係者

商工会議所
商工会
商店街

農協、農家など 民間企業
ＮＰＯ等民間団体

住
民

行政

こ
ど
もも

お
じ

お
ば

地域内の横断的な連携
広域の連携

じ
い
ち
ゃ

ば
あ
ち
ゃ広域の連携 ゃ

ん
ゃ
ん
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「いわて塾」＝多様な担い手の育成と連携づくり
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業種を超えた連携

建築業・造園業
大工・左官・建具・電気設備

農業
米・各種野菜・各種果物
豚鶏牛肉 筍 きのこ

漁業
魚介類・海草・干物設

庭師・給排水工事・石垣
豚鶏牛肉・筍・きのこ

農業体験(グリーンツーリズム）
漁体験プログラム

地方自治体

飲食業
食堂、寿司、居酒屋、喫茶

スナック・バー

林業
木材、きのこ、山菜

炭焼き、体験プログラム

クリーニング業

食品加工業

地域の観光まちづくり

運輸業
地域へのアクセス
地域内アクセス

食品加工業
農産加工品
魚介類加工品
酒・味噌醤油

蒲鉾・お菓子など

アーティスト伝統工芸
ホテル 旅館業 各種店舗

54

アーティスト芸
陶磁器、漆器、家具

染物、織物、
細工物、お菓子

ホテル・旅館業
民宿・農家民泊

各種店舗
商店街



農商工連携＋観光

• 食材を作る＝第１次産業

• 食材加工する＝第２次産業

• 食材や加工品を観光客に提食材や加工品を観光客に提
供する＝第３次産業

１次＋２次＋３次＝６次１次＋２次＋３次＝６次

１次×２次×３次＝６次

⇔真の「観光振興」

⇔ヒト、モノ、カネ、情報が動く
55

⇔ヒト、モノ、カネ、情報が動く



（２）地域を繋ぐことにより滞在型観光へ！

• 日帰りではなく１泊、1泊ではなく連泊

折角来たのだから！－折角来たのだから！

－近くの面白そうなところを廻ってみたい！

単独の自治体だけの観光の単独 自治体 け 観光

限界

観光客にとって自治体の境界観光客にとって自治体の境界

は無関係！
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地域同士の広域的な連携の意義

・いろいろな滞在プログラム

物語で繋いだ多様な観光 ス・物語で繋いだ多様な観光コース

・一体的プロモーション（イメージ形成）

・案内やＨＰの一元化

・人材の統合

⇒連泊など滞在型観光の推進連泊など滞在型観光の推進
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観光圏整備のイメージ 地域が連携して行う取組への

観光圏整備による観光旅客の滞在の長期化

観光圏整備のイメ ジ
国の主な支援メニュー

○予算（観光圏整備事業費補助）、財投
宿泊、観光資源、交通移動、案内・情報提供などのレ
ベルアップを図る地域の取組を支援

体験・交流・食メニュー
の充実

・早朝・夕刻のイベント開
催

観光案内・情報提供の
充実

・提案型観光案内の導入

観光資源の
活用促進

・魅力ある観光資源を

⇒２泊３日以上快適に充実して過ごせる観光圏づくりに
向けた地域の取組を活発化し、観光旅客の満足度を
向上

○ハード面での連携
社会資本整備における、景観整備、案内標識整備等

催

・地域限定の食のメニュー
の開発

・案内標識の充実生かした観光商品の
開発

Ｂ市 Ｄ町

の事業による観光圏整備事業との連携・配慮
⇒ハード面を含めた観光圏全体の総合的な魅力向上

○農山漁村活性化法の特例
観光圏内の農山漁村における交流施設整備について、
農山漁村活性化プ ジ クト支援交付金の交付が可周遊周遊移動の快適化

Ａ市

滞在促進地区

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金の交付が可
能

⇒農山漁村の体験・交流メニュー等楽しく過ごせる滞在
メニューの充実

○旅行業法の特例
ホテル・旅館による旅行業者代理業の特例

周遊周遊移動の快適化

・周遊割引券の導入

・沿道の植樹

そぞろ歩きできる環境づ
くり

Ｃ町

ホテル・旅館による旅行業者代理業の特例

⇒宿による宿泊客への着地型旅行商品の販売を可能と
し、宿泊客の滞在を拡大

観光旅客のニーズをふまえ

周遊

くり

・快適なまち歩きのための
ルート整備（ハード面での連
携）と案内充実

た取組への支援

国際競争力の高い魅力ある観光地の形成
↓

効
果

農業・漁業体験交流
メニューの充実

・体験交流施設の整備

農業体験プログラムの開

宿泊の魅力向上

泊食分離の導入

58

↓
内外観光客による２泊３日以上の

より長期の滞在を拡大
↓

地域経済の活性化

・農業体験プログラムの開
発

・泊食分離の導入

・共通入湯券の導入

・宿による宿泊客へ
の着地型旅行商
品の販売

-58-



昔から広域連携－四国八十八ヶ所巡り
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持続的な観光組織とひとづくり
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これからの観光を持続的に推進する組織これからの観光を持続的に推進する組織

・地域ぐるみで取り組まないと観光は成り立たない！

観光協会など既存の縦割り組織の限界－観光協会など既存の縦割り組織の限界

・人材と資金を集中したほうが効率的！

－ばらばらな組織による展開の無駄

・過度の行政依存では長続きしない！

－行政主導の限界、行政の補助金などの限界

⇒誰が責任を持って継続的にまちづくりや人づくりに⇒誰が責任を持って継続的にまちづくりや人づくりに
取り組むか？
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担い手の連携から持続的「地域経営事業組織」へ

商工会議所 民間企業

担い手の連携から持続的「地域経営事業組織」へ

観光協会
コンベンション協会

商工会議所
商工会

農協、農家など
民間企業

ＮＰＯ等民間団体

出資 人材 ノウハウ

行政

ガイドライン
ルール作り 出資

協働、出資、人材
出資、人材、ノウハウ

新たなコンソーシャム（地域経営事業組織）

ル ル作り

住
民

出資
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大鰐の取組み事例
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青森県大鰐（おおわに）町の事例青森県大鰐（おおわに）町の事例
43004300世帯世帯 1200012000人人43004300世帯、世帯、1200012000人人

大鰐温泉スキー場

８００年続く温泉 大鰐温泉もやし
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大鰐町の現状大鰐町の現状

観光客数の減少
平成のリゾート開発の失敗
・町の損失補填額 ６３億円
・連結赤字比率 ３１．２％
２０年続く 毎年３億円の返済

観光客数の減少
平成３年 ９３万人

↓
平成１６年 ３７万人

・２０年続く 毎年３億円の返済

事業所・事業者数
平成３年 ７２１事業所

４ ７３５人

人口減少と高齢化
人口１１８９３人４，７３５人

↓
平成１８年 ５００事業所

３，１２４人

人口１１８９３人
高齢化率 ３０．１％

（青森県過疎地平均２８．６％）

官民ともに将来に希望が持てない

人々の切れた関係性
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平成平成1919年年88月月130130人で「ＯＨ人で「ＯＨ!!!!鰐鰐 元気隊」設立元気隊」設立
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ＯＨＯＨ!!!!鰐鰐 元気隊元気隊 平成１９年度の取組平成１９年度の取組

①ＯＨ!!鰐 元気隊 設立記念フォーラム「がんばるべし大鰐！」

●日 時 ： 平成１９年１０月４日 午後６時半～●日 時 ： 平成１９年１０月４日 午後６時半

●会 場 ： 大鰐町地域交流センター 鰐ｃｏｍｅ（ワニカム）にて

●参加者 ： １７０名

●キーワードは「あるがまま」 あるがままの生活を味わってもらう所が勝ち組である 。

●団塊の世代は青森（ふるさと）に帰りたがっている。都会では元気になれない。団塊 世代 青森（ふるさ ） 帰り る。都会 元気 なれな 。

●建物やイベントでは無く歴史、文化、生活が地域資源である 。そして「食」。

遠慮せずに立ち上がって活動すると人が集まる。

楽しそうに元気そうにしていると人が集まる
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元気は感染する元気は感染する



大鰐町地域交流センター大鰐町地域交流センター
「鰐 」（ワニカム）指定管理者募集「鰐 」（ワニカム）指定管理者募集「鰐ｃｏｍｅ」（ワニカム）指定管理者募集「鰐ｃｏｍｅ」（ワニカム）指定管理者募集

●平成１６年１２月オープン

●町営施設●町営施設

●総工費 １７億円

●温浴施設・物販施設●温浴施設・物販施設

飲食施設・多目的ホール

●年間入込数●年間入込数

平成１６年：２０万人

→平成１９年：１８万３千人平成１９年：１８万３千人

●年間赤字 ３３００万円

平成２０年１１月
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指定管理委託料０を議会で決定→指定管理者募集へ



大鰐町地域交流センター大鰐町地域交流センター

「鰐ｃｏｍｅ」（ワニカム）指定管理者募集「鰐ｃｏｍｅ」（ワニカム）指定管理者募集「鰐ｃｏｍｅ」（ワニカム）指定管理者募集「鰐ｃｏｍｅ」（ワニカム）指定管理者募集
●観光振興における交流拠点に

●農商工連携の発信に●農商工連携の発信に

●地元住民の交流拠点に

Ｏ !!鰐 元気隊で応募ＯＨ!!鰐 元気隊で応募
鰐ｃｏｍｅから町内へ

人が流れる仕組みを作り

町のみんなが儲けられるように
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地元の元気は地元の手で作る!



プロジェクトプロジェクトおおわにおおわに事業協同組合事業内容事業協同組合事業内容

●地域特産物の開発と共同販売事業●地域特産物の開発と共同販売事業

鰐come内での農産物等の販売・首都圏への販売

●公共施設の管理及び運営に関する受託事業●公共施設の管理及び運営に関する受託事業

鰐come（平成16年オープン、17億円）の管理・運営

（年間33百万円の赤字だが指定管理委託料はゼロ）（年間 百 円 赤字 指定管 委託料 ）

●着地型観光の実現

大鰐町の地域資源を活用した着地型商品の開発
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大鰐における様々な団体などの連携と
「持続的な地域経営事業組織」の設立

農協 農家 ど 民間企業

「持続的な地域経営事業組織」の設立

観光協会 商工会、商店街 農協、農家など 民間企業
ＮＰＯ等民間団体

暖かい理解

行政

暖かい理解

出資

暖かい理解
町長の暖かい理解

県の支援
国の「元気再生事業」

暖かい理解

「プロジェクトおおわに事業共同組合」
出資者8人320万円

住
民

出資
人材

アドバイス
ノウハウ
専門家紹介 アドバイス

ファッシリテーター地域プロデューサー

専門家紹介 アドバイス
ノウハウ
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清水愼一

地域プロデュ サ
ＮＰＯ推進青森会議三上さん アドバイス



持続的な観光振興とイノベーション

持続的なイノベ ションの実現リ
ピ
ー
タ

平
均
滞
在

組織を中心とした活動

持続的なイノベーションの実現

タ
ー
率

在
日
数

ＬＬＣなどの経営体

行政支援

カリスマ人材を中心とした

地域主導の自立的活動

プロの支援

地域の人材
地域主導の自立的活動

行政支援行政支援

プロの支援
宿泊、入込人員

72
外部マネジメントの活用


